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【研究の背景】  

統合失調症は思春期に好発し、長期にわたる社会機能の不良をきたす代表的な精神疾患である。近年、早期の治療開

始にて長期的転帰の改善や再発率の低下が得られることが報告されている。このため、生物学的に早期診断を行うための

研究が盛んに行われている。しかし精神病初期の微弱な症状は、自閉スペクトラム症（ASD）の独特の思考や行動様式とよく

似ており、区別が必ずしも容易でないことが臨床的にしばしば経験される。このため、両者の鑑別が生物学的に行えないか

と考え、本研究の着想に至った。 

 

【⽬  的】 

精神病発症リスク状態（at-risk mental state; ARMS）と同定された患者に各種検査を施行し、特に生物学的指標が精神病

リスク状態の患者群に少なからず含まれる ASD の併存診断の補助となりえるかどうかを検討する。 

 

【⽅  法】 

当施設外来にて CAARMS （Comprehensive Assessment of ARMS）による半構造化面接により ARMS と同定された患者を

対象とした。ASD のスクリーニング検査として自閉症スペクトラム指数日本語版 （Autism-Spectrum Quotient Japanese 

version; AQ-J）および、自閉症スペクトラム指数児童用日本語版（AQ Japanese children's version; AQ-C）を、本人と本人の

幼少期をよく知る保護者に対して試行した。AQ-J（カットオフ値 33 点）と AQ-C（同 25 点）がともにカットオフ値を超えた者を

高 AQ 群とした。また、ともに超えなかった者を低 AQ 群と定義し、両者の比較検討を行った。 

生物学的検査として、脳波を用いて測定される事象関連電位（P300、 持続長ミスマッチ陰性電位 duration mismatch 

negativity; dMMN、周波数ミスマッチ陰性電位 frequency MMN; fMMN）、頭部 MRI 撮像[3 次元 T1 強調画像、diffusion 

tensor imaging （DTI）、安静時機能的 MRI を含む]、赤血球膜不飽和脂肪酸濃度、認知・社会機能検査として統合失調症

認知機能簡易評価尺度（BACS）、社会機能評価:統合失調症認知評価尺度（SCoRS）、GAF を施行した。 

 

【結  果】 

対象は ARMS 64 名。うち、高 AQ 群は 12 名、低 AQ 群は 23 名であった。残りの 29 名は AQ-J と AQ-C のいずれかがカ

ットオフ値超えた者であった。今回は高 AQ、低 AQ 群のうち生物学的検査が行えた者を対象にデータ解析を行った。 

人口統計学的データ、PANSS で測定した症状、BACS、SCoRS、GAF に両群間の差はなかった（表 1）。両群の AQ 下位

項目を図 1 に示す。特に、コミュニケーション能力の差が目立った。 
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事象関連電位測定結果とその波形を表 2、図 2 に示す。事象関連電位のうち、周波数 MMN（fMMN）の潜時が高 AQ 群

で有意に短縮していた。 

 

 

 

なお、患者を前方視的に調査した結果、将来、統合失調症に移行した患者は 3 名、その他の精神病性障害（妄想性障害、

精神病性うつ病）に移行した者は 2 名であった。統合失調症への移行例は全例、高 AQ 群であった。 

考察：今回は少数例の検討ながらも、以下の傾向が見られた。（1）ARMS と同定された者の多くの AQ がカットオフ値を超

えた、（2）ARMS の高 AQ 者は、特にコミュニケーション能力の問題が顕著であった、（3）両群とも GAF 40 点程度と低く AQ

の違いによる認知機能・社会機能の差はなかった、（4）将来統合失調症に移行した者はベースラインの AQ が高かった。生

物学的所見として、（5）fMMN 潜時が高 AQ 群で短縮していた。過去のメタ解析では小児~思春期の自閉症では fMMN 潜時

が短縮するとされ（Chen et al., 2020）、更に ASD を対象に ARMS 症状を持つ者を検討した研究では自閉症の重症度

（ADOS-2）が fMMN 潜時と負の相関をした（Lorenzo et al., 2020）ことが報告されている。これらの所見は、本研究の結果を

裏付ける。 

限界点として少数例であることと、ASD 傾向を AQ 値のみで分類していることがあげられる。今後症例数を増やし、確定診

断された ASD でも同様の結果となるか、検討を加えたいと考えている。また、今回は MMN の結果のみ報告したが、脳画像

と赤血球膜不飽和脂肪酸濃度も同時測定しており、これらにおいても生物学的な所見を見出すことが出来れば、多角的か

つより精緻な診断的検討を行えると考えられる。 
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【臨床的意義・臨床への貢献度】 

ARMS の一部に含まれる ASD 患者を、事象関連電位を測定することで鑑別出来る可能性が示唆された。実際、ARMS 患

者は若い世代が中心であり、症状が流動しやすかったり時に明確に陳述できず ASD の有無について判断が困難なことが臨

床的にしばしば経験される。生物学的な方法で併存診断の可能性を探ることが出来れば、今後の支援の方法を選択する上

で有用と考えられる。 
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